
第 35回岡山県作業療法学会（WEB開催） 

演題募集要項および表彰について 

 

日程：令和 5 年３月 19 日（日） 

 

学術部部長：太田有美（津山中央病院） 

 実行委員長：牧 卓史（さとう記念病院） 

 

第 35回岡山県作業療法学会の開催に際しまして、以下のとおり一般演題の募集をいたします。皆さま

のご応募をお待ちしております。 

 

1．申し込み資格 

筆頭演者（発表者）は、（一社）岡山県作業療法士会の正会員に限ります。 

 

2．演題募集期間 

 令和 4年 10月 23日（日） ～ 11月 23日（水） 

 

3．学会形式 

 新型コロナウイルス感染症への対策として、WEBによるオンライン学会といたします。ビデオ会議シ

ステム Zoomを利用してWEB 上で参加する形態となります。  

 

4．募集形式 

 事例発表、実践報告や取り組み、調査・研究発表の演題について募集します。 

  

5．発表形式  

 一般演題：口述発表のみ 

 ビデオ会議システム Zoom を使って事前収録いただいた音声入りスライドデータを用いた発表となり

ます。質疑応答には Zoomの画面共有機能を用います。全て PCを用いて行います。発表時間 7分，質疑

応答 5分です。発表者には、音声入りスライドデータ（Windows版 Microsoft PowerPoint で作成した

もの）を事前に提出していただきます。当日、運営事務局が音声入りスライドデータをオンタイムで配信

いたします。 

以下、音声入りスライドデータによる発表の注意事項です。 

・音声入りスライドデータは、Windows版 Microsoft PowerPointで作成してください。 

・音声入りスライドデータは、学会実行委員会が責任を持って配信いたします。 

・音声入りスライドデータは、学会実行委員会が責任も持って管理し、学会終了後削除します 

・音声入りスライドデータは、動作確認のため開催日の 1 ヵ月前までに学会実行委員会へご提出



ください。なお動作確認が終了していない場合、当日の配信は行わず、発表としても認められ

ません。 

 

6．演題内容に関わる倫理的事項 

1）最大限倫理的な配慮を行うこと  

研究の計画・実行・分析・演題作成などの過程において、個人の尊厳、人権の尊重などの倫理的配慮を

十分に行ってください。また、各所属施設に倫理審査委員会がある場合は、審査を受けた旨を記載してく

ださい。 

2）対象者の同意について  

上述した倫理的事項を遵守し、本文中に倫理的配慮について記載してください。人を対象とする研究に

おいては、対象者の同意についての記載は必須です。記載がない場合は、原則として不採択となりますの

でご注意ください。 

 3）著作権などへの配慮  

他の著作物からの引用を行うときには、本文中に出典の著者と発行年数（フルネーム、西暦）を明記し、

著作権を侵害しないように注意してください。例：（山田太郎，2009） 

また、オンラインによるプレゼンテーションは著作権法上の公衆送信にあたると考えられますので、共

有される発表資料は著作権上の問題のないものに限るようご留意ください。 

4）利益相反（COI）について 

利益相反（Conflicts of Interest：COI）とは、一般的には「ある行為が一方の利益になると同時に、他

方の不利益になるような行為」のことをいいます。 

第 35回岡山県作業療法学会では、発表者に対して、発表時に、発表演題に関連する企業等との COIの

有無および状態について申告することを義務付けております。 

研究に関連する企業や営利団体等との利益相反（COI）がある場合は必ず明記してください。ない場合

も、「演題発表に関連し，開示すべき COI関係にある企業等はありません」という記載をしてください。 

 

7．表彰 

 最優秀賞、優秀賞、奨励賞を予定しております。 

 

8．抄録の申し込み方法 

申し込み受け付けはすべてメールで行います。（一社）岡山県作業療法士会のホームページより演題登

録フォームの書式をダウンロードし、必要事項・抄録を記載した書式を添付したうえで、演題採択委員会

（okayamaot35@gmail.com）まで送付してください。 

必要事項 

  ・（一社）日本作業療法士協会会員番号 

・筆頭演者の姓名 

  ・筆頭演者の姓名ふりがな 

  ・メールアドレス（PC） 

  ・筆頭演者の経験年数（何年目） 



  ・筆頭演者の所属先 

  ・所属先の電話番号 

  ・共同演者の姓名（職種） 

  ・共同演者の所属先 

  ・タイトル 

  ・利益相反（COI）開示 

  ＊共同演者の氏名の後に括弧付で職種も明記してください（医師：Dr、看護師：Ns、理学療法士：

PT、言語聴覚士：ST、ソーシャルワーカー：MSW・PSWなど）。 

抄録 

1）以下の見出しを含め、全角 800字（1600byte）以内（英数字は半角）でお願いします。 

〈調査・研究発表〉 

・【背景・目的】 

・【方法】 

・【結果】 

・【考察】 

〈事例発表・実践報告〉 

・【背景・目的】 

・【事例紹介・作業療法評価】 

・【介入経過】 

・【結果と考察】 

2）注意事項 

・抄録の書式は変更せずに使用してください。 

・図表などの登録はできません。 

・句読点は「，」「．」（全角）に統一してください。 

・フォントサイズは 10.5ptです。 

・文中の半角英数字は 2文字で全角 1文字として計算します。 

・改行は文字数として含めませんが、文中のスペースは文字数として計算します。本文中ではスペースを

使用しないことを推奨します。 

・文字数は 800字かつ 1600byte内に納まっていることを確認してください。Word などの文書内で

800字に納まっていても、1600byteを超えている場合がありますので、下記の専用サイト等を用いて確

認をお願いします。 

  文字数のチェック用（半角を 0.5に換算した文字数を参照）：文字数カウント (luft.co.jp) 

Byteのチェック用（Shift-JISを参照）：https://sundryst.com/convenienttool/strcount.html 

・倫理手続きは方法または事例紹介の項目に明記してください。 

 

9．抄録審査基準 

それぞれの演題において、自分の演題が 1）～2）のどれにあてはまるか選択した後、以下の基準を満

たすよう抄録を作成してください。一度採択された演題の取り消しはできません。 

https://www.luft.co.jp/cgi/str_counter.php
https://sundryst.com/convenienttool/strcount.html


 

1）調査・研究発表  

背景・目的：研究で何を明らかにするのか、具体的な目的が述べられているか。 

方法：対象と方法が具体的に述べられているか。方法は研究の目的に合致しているか。倫理手続きが記

されているか。 

結果：データが正しく示されているか（質的研究においてもデータの提示は必須）。統計処理の結果（危

険率など）は正しく示されているか。解析方法は妥当か。 

考察：得られた結果が論理的に説明されているか。研究の重要性や問題点、社会に果たす貢献などが述

べられているか。考察の内容が目的と整合しているか。 

抄録の質：抄録は読みやすく記述されているか。文法や文体に統一性はあるか。簡潔な文章で、他者が

研究の内容を理解できるよう要点が明確に記述されているか。 

2）事例発表・実践報告 

 背景・目的：報告の目的は明確か。 

事例紹介・作業療法評価：報告の目的に関わる主要な事例の特徴と問題点が明確に記述されているか。 

介入経過：標的とする生活機能は明確であり、介入との整合性があるか。介入の経過が明確に記        

述されているか。 

結果と考察：介入によって得られた評価指標（数値）の変化、あるいは対象者の生活（行動）上の変化

などが明確に記述されているか。結果で述べた対象者の変化に関する解釈が明確に記述さ

れているか。 

抄録の質：抄録は読みやすく記述されているか。文法や文体に統一性はあるか。簡潔な文章で、他者が

研究の内容を理解できるよう要点が明確に記述されているか。 

 

10．演題採択結果の通知  

最終的な「演題採択結果の通知」は、1月初旬頃、電子メールにて送信いたします。 

 

11．問い合わせ先 

 お問い合わせは、第 35 回岡山県作業療法学会実行委員会（okayamaot35@gmail.com）までメールに

てお願いいたします。 


